
令和５年度学校評価報告書 
 
１ 本年度の重点目標 

(1) 生徒一人一人の学習状況に応じた細やかな指導を工夫し、主体的な学習態度と学力の向上を図るとともに自ら学

ぶ意欲を育てる学習指導を推進する。 

(2) 生徒一人一人の主体性の育成を図り、自らを律する心を育てる生徒指導を推進する。 

(3) 生徒一人一人が自ら進路目標を早期に確立し、キャリア教育の視点から進路目標実現を図る進路指導を推進す

る。 

(4) 生徒一人一人が自分自身を大切にし健康な生活を送るために、自ら心身を鍛える意欲と態度を育てる健康・安全

指導を推進する。 

 
２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策 

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果 

信頼される学

校づくり 

 

 

 

 

・本校 Web ページによる教育活動の情報発信につ

いて随時更新し、岩西だよりも含め地域への発

信も積極的に行った。 

・各年次の保護者説明会や保護者・生徒個別懇談

を通し、保護者・生徒からの相談や連絡に誠意

を持って対応した。 

・保護者、生徒アンケートの結果を見ても良好に

進めていることがわかる。 

・アンケートの提出が全員でないので、工夫して

多くの結果から検証することが必要である。 

・生徒からの相談について、時間を作り丁寧に対

応することが必要である。 

改善方策 

 

・引き続き教育活動の情報発信について積極的に実施する。 

・生徒が相談の機会を求めているため、年次や委員会による教育相談をさらに充実させる。 

学習指導 

 

 

 

 

・生徒のための授業改善として、評価の方法につ

いて研修会を実施し、知識・技能だけでなく、

思考力・判断力・表現力や学びに向かう姿勢・

態度なども評価し、生徒の学習意欲向上に努め

た。 

・探究の時間を中心に生徒の様々な力を伸ばして

いると評価する。しかし、大学生の探究心を見

ていると、高校での探究活動がまだ活かされて

いないと感じる。ＩＣＴを活用するなど、さら

に学びを深めて欲しい。 

・教員のアンケートで、学習意欲・学力向上が図

られていないという結果は改善が必要である。 

改善方策 

 

・一方通行の授業ではなく、話し合いの場面を増やすなど双方向の授業を実施する。さらに、話し合い

の根底となる基礎的知識をしっかり身に付けた上で、思考力・判断力・表現力を身に付けさせる。 

・授業改善の研修会を実施するなど、学習意欲・学力向上に向けた取り組みをさらに充実させる。 

生徒指導 

 

 

 

 

 

・年２回の交通安全街頭指導を実施するなど交通

安全啓蒙活動を行っているが、登校中に自転車

での市民との接触トラブルが１件あった。引き

続き日常からの交通安全啓発に努めたい。 

・SNS の使い方によるトラブル（誹謗中傷・なり

すまし・個人情報漏洩）が数件あり全校集会で

の注意喚起や啓発チラシなどで指導を行った。 

・地域人として高校生の交通マナーについて特に

大きな心配はしていないが、いつ起きるかわか

らない事故に対して啓発を続ける必要がある。 

・SNS によるトラブルは、昨今大きな問題となっ

ている。全体指導は充実しているようなので、

引き続き指導を行う必要がある。 

改善方策 ・交通安全の指導と SNS の指導については、事故がなくても日常から指導を行い未然防止に努める。 

進路指導 

 

 

 

 

 

 

 

・例年、全体の６割以上が総合型・学校推薦型で

合格をしているが、大学進学については、共テ

出願・受験を必須とし、出願基準がない総合型

についても学校推薦型と同様の指導を行った。 

・総合的な探究の時間などでの進路学習を多く進

めた。多くの生徒が自分の進路について深く考

察し、３年次は最後まで努力を怠らず進路決定

を迎えることができた。 

・総合型・学校推薦型の入試が多くなっていると

いうことは、それだけ面接の機会が多くなると

いうことである。高校で多くの探究活動を行っ

ているようだが、さらに生徒が自分事として捉

え、面接でしっかりアピールできるようになっ

て欲しいと考える。 

・教員は、生徒の３年間の記録を、生徒と共有す

る場面を作るなど工夫して欲しい。 

改善方策 

 

・進路指導について、引き続き進路学習の充実を図りながら、実施した内容について、生徒が自分事と

捉えることができる工夫と、３年間の記録を共有するしくみを作る。 

健康安全 

 

 

 

 

 

・保健室来室の件数が大幅に増え、心のケアを必

要とする生徒が増えている。次年度は支援体制

について、さらに全職員での協力体制を求めて

いきたい。 

・心のケア（自殺予防）への取り組みとして心の

健康観察を実施した。 

・新設校統合に向けて、２校の生徒が同時に一つ

の校舎に入ること、工事などの環境変化によ

り、最初の数年間は生徒のメンタル面が不安定

になることが予想される。さらにメンタルのケ

アについて、体制を整え充実させることが急務

と考える。 

改善方策 

 

・令和７年度の再編統合時の不安定な状況を予測し、令和６年度から様々な体制づくりを進めていきた

い。 

公表方法 

 

・本校のホームページで公開するとともに、ＰＴＡ役員会・総会等で公表する。 

・令和６年度の学校評議員会で概要報告する。 

 


